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令
和
２
年
度
は
、
市
の
最
上
位
計

画
と
な
る
第
２
次
安
来
市
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
の
開
始
年
度
で

す
。
こ
の
計
画
で
は
、
「
安
来
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
包
含
す
る
こ
と
と
し
、
人
口
減
少

対
策
を
含
め
て
一
体
的
に
策
定
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
人
口
減
少
対
策
の

一
環
と
し
て
、
県
内
他
市
を
リ
ー
ド

す
る
子
育
て
・
教
育
支
援
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。
予
防
接
種
費
用
の
助

成
や
就
学
援
助
、
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
特
別
教
室
を
含

む
エ
ア
コ
ン
の
早
期
設
置
な
ど
で

す
。
大
型
の
ハ
ー
ド
事
業
が
一
段
落

し
た
令
和
２
年
度
は
、
自
身
の
政
策

信
念
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策

の
柱
と
し
ま
す
。
引
き
続
き
安
来
市

の
政
策
の
代
名
詞
と
も
い
う
べ
き

「
子
育
て
・
教
育
支
援
」
を
さ
ら
に

磨
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
は
、
中
期
財
政
計
画
を

踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
、
事
業
規
模
、

実
施
時
期
や
終
期
の
設
定
等
を
検
証

し
、
緊
急
性
、
必
要
性
を
考
え
、
予

算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
、
市
議
会
３
月
定
例
会
議
で
近
藤
市
長
が
令
和
２

年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策
の
内

容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
施
政
方
針

保育所・幼稚園・認定こども園などでは、季節の行事や地域の
文化を採り入れた活動や体験に取り組んでいます。
写真は認定こども園荒島。

201220122019999 月号月号月月月4444 444444

保育保育保育保育育所所・所・所 幼稚幼稚幼稚稚幼 園・園・園・認定認定認定認 こどこどどこども園も園もも園などなどなどでははではで 、季、季、季節の節節の節の行事行事や地や地や地域の域の域の
文化文化文化化文化を採を採を採り入り入り入り入れたれれたれた活動動活動活動や体や体や体や体験に験に験に験に取り取り取り取り組ん組ん組ん組 でいでいでいますますます。。
写真写真写真写真真写真は認は認は認定こ定こ定こ定 どもどどもども園荒園荒園荒島。島。島島。。島島

月号42020 4

子
育
て
・

教
育
環
境
の
充
実
で

人
が
集
う
ま
ち
に
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令
和
２
年
度
の
主
な
施
策

子
育
て
・
教
育
・

　
文
化

●
子
ど
も
未
来
課
に
母
子
健
康
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
愛
称
「
ぴ
っ
こ
り
ー

に
」
を
設
置
し
ま
す
。
妊
娠
届
お
よ

び
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
場
所
を
こ

の
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
と
の
面
談
を

行
う
こ
と
で
、
妊
婦
さ
ん
や
そ
の
家

庭
の
状
況
、
支
援
ニ
ー
ズ
等
を
把
握

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
妊
娠
期
か

ら
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
妊
婦

さ
ん
や
そ
の
家
族
と
の
関
係
性
を
構

築
し
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て

に
向
け
た
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を

整
え
ま
す
。

●
昌
林
会
安
来
第
一
病
院
内
に
「
病

児
保
育
室
す
こ
や
か
」
を
設
置
し
ま

す
。
病
気
の
回
復
期
に
至
ら
な
い
幼

児
、
児
童
を
一
時
的
に
預
か
り
、
保

護
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

●
利
用
希
望
が
多
い
十
神
、
赤
江
小

学
校
区
で
、
安
全
で
安
心
し
て
放
課

後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

を
確
保
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
「
遊
び
の
場
」
「
生
活

の
場
」
を
提
供
し
、
子
ど
も
の
主
体

性
を
尊
重
し
な
が
ら
健
全
な
育
成
を

図
り
ま
す
。

●
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
※
）
環
境
の
整

備
を
年
次
的
に
行
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
、
各
中
学
校
へ
大
型
提
示
装

置
を
整
備
し
ま
す
。

●
大
型
提
示
装
置
の
整
備
が
す
で
に

完
了
し
た
小
学
校
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
等
を
活
用
し
、
学
習
効
果
を

高
め
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
に
つ
な
が
る
授
業
実
施
を
目

指
し
ま
す
。

●
富
田
城
跡
が
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
り
、
観
光
資
源
あ
る
い
は
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
整
備
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
千
畳
平
、
山
中
御
殿
、
山
頂

部
地
区
の
史
跡
保
護
工
事
、
歴
史
資

料
館
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
等

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
情
報
発
信
を
さ
ら
に
強

化
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
安
来
市
立
病
院
で
は
、
地
域
の
安

定
し
た
医
療
提
供
や
二
次
救
急
の
拠

点
機
能
の
充
実
を
目
指
し
、
関
係
機

関
等
と
の
医
療
連
携
を
強
化
し
ま

す
。

　

ま
た
、
関
係
者
と
の
協
議
を
通

じ
、
市
立
病
院
の
将
来
を
見
据
え
た

抜
本
的
な
経
営
改
革
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
新
安
来
市
立
病
院
の
基
本

構
想
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

◀母子健康包括支援セ
ンターを設置する安来
市健康福祉センターに
は、子どもたちが遊べ
るプレイルームがあり
ます。どなたでも利用
できます。
▶つどいの広場で遊ぶ
子ども。安心して子育
てができるよう関係機
関との連携を図り、支
援を充実させます。

▼安来・月山戦国ロマンウオーク。▼パソコンを一人一台使っての授業。

保
健
・
医
療
・

　
福
祉

令和 2 年度施政方針

※
情
報
通
信
技
術
。
学
校
で
は
、
教

材
な
ど
を
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る

大
型
掲
示
装
置
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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●
農
業
生
産
基
盤
と
組
織
的
農
業
の

構
築
を
図
る
た
め
、
大
塚
地
区
、
安

田
地
区
、
宇
賀
荘
第
三
地
区
、
吉
田

地
区
、
下
山
佐
地
区
の
大
区
画
ほ
場

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
の
商
業
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
空
店
舗
等
へ
の
出
店
を
促
す

目
的
で
家
賃
補
助
や
改
装
費
補
助
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
に
お

け
る
店
舗
整
備
お
よ
び
移
動
販
売
車

購
入
補
助
を
実
施
し
、
商
業
機
能
の

維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
安
来
木
次
線
切
川
２
工
区
（
安
来

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
テ
ピ
ア

前
に
新
設
中
の
県
道
）
、
都
市
計
画

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
、
第
７
期

安
来
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み
ま

す
。
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
、
介
護
予
防
事
業

の
拡
充
、
安
来
市
在
宅
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
を
進
め
ま
す
。
高
齢
者
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
最
期
ま
で
自

分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
行
う
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
（
※
）
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

※
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き

る
よ
う
な
地
域
支
援
体
制
。

●
防
災
・
減
災
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
被
害
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
速
や
か
な
復
旧
に
つ
な
げ
ま

す
。
国
土

強
き
ょ
う

靭じ
ん

化か

地
域
計
画
（
※
）

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
の
策

定
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
物
資
の
備

蓄
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
活
動
支

援
、
防
災
士
資
格
取
得
支
援
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
災
害
対
策
の
た
め
の
計
画
。
あ
ら
ゆ

る
リ
ス
ク
を
捉
え
、
最
悪
な
事
態
を
避

け
ら
れ
る
よ
う
な
「
強
じ
ん
」
な
行
政

機
能
や
地
域
社
会
を
事
前
に
つ
く
っ

て
お
く
と
い
う
も
の
。
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③ ② ①

④

防
災
・
防
犯

都
市
基
盤
・

　
生
活

産
業
・
観
光
・

　
雇
用

▲比田地区では高齢者の買い物を支援。
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●
島
根
県
の
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

事
業
」
で
、
東
比
田
地
区
お
よ
び
比

田
地
区
が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
市

民
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能

の
維
持
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
地

域
で
の
、
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
市
で
は
、
県
の
優
良
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
、
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

●
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向

け
て
、
現
在
策
定
中
の
「
第
４
次
安

来
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
に

示
し
た
重
点
事
項
を
着
実
か
つ
集
中

的
に
進
め
ま
す
。

道
路
飯
島
線
（
安
来
木
次
線
か
ら
前

飯
島
交
差
点
に
続
く
県
道
）
と
安
来

市
街
地
を
東
西
に
結
ぶ
市
道
安
来
港

飯
島
線
（
第
一
中
学
校
前
の
市
道
）

の
拡
幅
改
良
を
令
和
６
年
度
完
了
を

目
標
と
し
て
進
め
ま
す
。

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
に
令
和
３
年

度
の
完
了
を
目
標
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
一
部
お
よ
び
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
日
ノ
丸
自
動
車
株
式
会
社
が
運
営

す
る
米
子
市
と
松
江
市
を
結
ぶ
バ
ス

路
線
が
９
月
末
を
も
っ
て
撤
退
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
道
９
号
上
の

東
西
の
移
動
手
段
が
大
幅
に
縮
小
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
に

よ
る
代
替
路
線
を
新
設
し
、
市
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
恵
ま
れ
た
自
然
や
環
境
を
維
持
、

保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的

な
視
点
と
広
範
囲
で
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
市
長
会
の
事
業
と
し
て
「
自
然

環
境
学
習
事
業
」
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
夏
と
冬
に
開
催
す
る
「
子

ど
も
探
検
ス
ク
ー
ル
」
等
を
通
じ

て
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
中
海
・

宍
道
湖
を
は
じ
め
と
し
た
圏
域
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
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①市内では、コメだけでなく、高収益作物の栽培も進んでいます。②外
国人向けの防災訓練を行うなど、日本人だけでなく地域に住む外国人の
防災意識を高めています。③生活習慣病の予防・改善の学習や調理実習
を行う教室。④東比田交流センターで行われる「え～ひだ逢♡愛お食事
会」。食事やおしゃべりをしながら楽しいひとときを過ごします。⑤市
道安来港荒島線は、子どもたちが安全に通学するためにも整備が急がれ
ます。⑥水環境学習ツアーでのコハクチョウ観察。⑦植栽をし、緑豊か
な公園に整備する中海ふれあい公園。

⑥

⑤

⑦

参
画
・
協
働

　
行
財
政

自
然
・
環
境
保
全

　令和２年度施政方針の全文は、

市ホームページに掲載しています

ので、ご覧ください。トップペー

ジ＞市政＞市長の部屋＞施政方

針・所信表明

問い合わせ

　政策秘書課

　☎２３- ３０６０

令和 2 年度施政方針

2020 月号4


